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（1) 平成 28 年（2016 年） 11 月 25 日発行みんなでつくろう緑の江古田

　

教
育
者
、
哲
学
者
、
仏
教
者
、
心

理
学
者
、
不
思
議
博
士
、
な
ど
の
肩

書
を
有
し
た
稀
有
な
人
物
。

　

１
８
５
８
年
（
安
政
5
年
）
新
潟

県
長
岡
市
の
慈
光
寺
に
生
ま
れ
、
東

京
大
学
文
学
部
哲
学
科
入
学
卒
業

後
、
１
８
８
７
年
（
明
治
20
年
）
哲

学
館
（
現
在
の
東
洋
大
学
）
を
創
立
、

１
９
０
４
年
（
明
治
37
年
）
哲
学

堂
（
現
在
の
四
聖
堂
）
を
建
設
し
、

１
９
１
９
年
（
大
正
８
年
）
遊
説
先

の
満
州
・
大
連
に
て
逝
去
す
る
ま
で
、

生
涯
に
お
い
て
３
回
の
世
界
視
察
を

行
い
、
ま
た
全
国
巡
回
講
演
で
知
識

の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
円
了
の
遺
言
に
基
づ
き
、

東
洋
大
学
が
毎
年
11
月
の
第
１
土
曜

日
に
哲
学
堂
祭
を
開
催
し
て
い
ま

す
。 創

設
者　

井
上
円
了

不思議な空間

　「哲学堂公園」は世界でも珍しい哲学のテー

マパークです。中野区有形文化財、東京都の

名勝にも指定されています。

　今回、ガイドブックには紹介されない、哲

学堂公園には、こんな裏話がありますよぐら

いの、軽いこぼれ話を集めてみました。

　IT 時代で、人間性が失われている今こそ哲

学の名のついた公園を巡って、リフレッシュ

してはいかがでしょうか。

●中野区立哲学堂公園　松が丘 1 － 34 － 28

　☎　（3951）2515　FAX　（3951）2280

　http://www.tetsugakudo. jp

【開園時間】

3 ～ 6 月 8：00 ～ 18：00

7 ～ 8 月 7：00 ～ 18：00

9 月　　 8；00 ～ 18：00

10 ～ 11 月 8：00 ～ 17：00

12 ～  2 月 9：00 ～ 17：00

　園内は、唯物園、唯心庭、時空岡
の 3つのエリアからなり、点在する
77 場を巡り歩くことで、哲学の世
界観に触れることができます。

井上円了蓮華寺にある井上円了の墓

東洋大学井上円了
研究センター提供

中野区立歴史民俗資料館「井上円了コーナー」

では、円了の収集品を見ることができます。



大正 10 年頃の
　　　　　哲学堂付近

●
哲
学
堂
野
球
場
の
正
月
無
料
開
放

【
日
時
】 

1
月
2
日
、
1
月
3
日

9
時
～
16
時

【
内
容
】
哲
学
堂
野
球
場
を
無
料
開

放
。
凧
揚
げ
な
ど
で
の
利
用
が
可
能
。

ペ
ッ
ト
の
入
場
や
団
体
で
の
野
球
の

 

哲
学
堂
も
よ
お
し
案
内

利
用
な
ど
は
不
可
。

●
公
園
の
営
業
日
の
お
知
ら
せ

【
内
容
】
哲
学
堂
公
園
は
12
月
29
日

～
12
月
31
日
ま
で
入
園
不
可
。
平
成

29
年
1
月
1
日
よ
り
開
園
。

①
古
建
築
物
内
部
の
公
開

【
日
時
】
1
月
8
日
（
日
）
10
時
～

15
時

【
内
容
】
中
野
区
有
形
文
化
財
古
建

築
物
の
公
開
※
四
聖
堂
除
く
。
絶
対

城
入
場
不
可
。

②
健
康
体
操
教
室

【
日
時
】
12
月
（
第
1
、第
3
月
曜
日
）

1
月
（
第
3
月
曜
日
）
９
時
～

【
内
容
】
ご
自
宅
な
ど
、
普
段
で
も

生
か
せ
る
体
操
教
室

【
参
加
費
】
１
、０
０
０
円

③
マ
マ
フ
ィ
ッ
ト

【
日
時
】
12
月
（
第
1
、第
3
月
曜
日
）

1
月
（
第
3
月
曜
日
）
10
時
30
分
～

11
時
30
分

【
参
加
費
】
８
０
０
円

④
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体

験【日
時
】
12
月
14
日
（
水
）
9
時
～

10
時
30
分

【
内
容
】
無
理
な
く
全
身
の
運
動
効

果
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

【
参
加
費
】
１
、０
０
０
円

⑤
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験

【
日
時
】
1
月
28
日
（
土
）
9
時
～

11
時
30
分

【
内
容
】
健
康
増
進
効
果
の
あ
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

【
参
加
費
】
初
回
１
、
２
０
０
円
、
以

降
１
，
０
０
０
円

②
～
⑤
は
要
事
前
予
約

哲
学
堂
に
集
う
・

　
　
　
関
わ
る
人
々

(2)

①
鎌
倉
時
代
の
居
城
跡

昔
、
哲
学
堂
公
園
の
地
は
、
源
頼
朝

の
重
臣
で
あ
る
和
田
義
盛
の
居
城
和
田

山
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
哲
学
堂
の
南
に
プ
ー
ル
が
あ
っ
た

　

大
正
12
年
、
当
時
ま
だ
珍
し
い
水

泳
場
が
開
園
、
関
東
大
震
災
に
遭
う

哲学の庭芝生　除草、刈込み野球場外野部の整備

哲
学
堂
あ
れ
こ
れ

哲
学
堂
歴
史
こ
ぼ
れ
話

【
作
業
員
苦
労
話
】

①
哲
学
堂
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ

●
公
園
ガ
イ
ド
（
多
賀
谷
正
一
さ
ん
）

　

古
建
築
物
公
開
時
、
各
所
の
見
ど
こ

ろ
や
歴
史
な
ど
を
分
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。
哲
学
堂
講
座
な
ど
を
受
講

し
、
日
頃
か
ら
情
報
収
集
を
し
て
い
ま

す
。
ガ
イ
ド
の
活
動
を
通
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
方
と
お
話
し
で
き
る
の
が
楽
し

み
で
す
。

●
花
だ
ん
づ
く
り

　

「
ふ
れ
あ
い
区
民
花
壇
」
で
季
節
の

花
々
を
植
え
、
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
高
齢
者
施
設
や
幼
稚
園

も
一
緒
に
花
壇
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

※
哲
学
堂
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
管
理
事
務
所
ま
で

②
哲
学
堂
指
定
管
理
者

日
本
体
育
施
設
グ
ル
ー
プ

哲
学
堂
公
園
と
運
動
施
設
の
管
理 

は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
講
座
な
ど
を
企
画
、
運
営
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
生
涯
学
習

や
健
康
づ
く
り
に
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
が
目
印
で
す
。
お
気
軽
に
声
を

お
か
け
く
だ
さ
い
。

●
今
年
度
は
台
風
が
複
数
回
発
生

し
た
た
め
、
園
内
の
被
害
（
主
に

老
木
、
大
木
の
枝
折
れ
、 

落
ち

葉
）
が
例
年
以
上
に
あ
り
ま
し
た
。 

●
桜
の
老
木
が
多
い
の
で
、
花
見
で

の
ご
利
用
時
に
桜
の
根
元
を
ふ
ま
れ

た
り
す
る
と 

弱
体
化
が
よ
り
一
層

進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
保
護
や
将
来

を
見
据
え
た
桜
の
定
植
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

③
哲
学
の
庭
　
彫
像
作
者

ワ
グ
ナ
ー
・
ナ
ン
ド
ー
ル

ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
彫
刻
家
で
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
日

本
と
移
り
住
み
ま
し
た
。
生
涯
に

わ
た
る
研
究
の
成
果
を
彫
刻
で
表

現
し
た
の
が
「
哲
学
の
庭
」
で
す
。

１
９
９
７
年
永
眠
。

●
貴
重
な
文
化
財
施
設
で
も
あ
る
鬼
神

窟
は
、
句
会
・
お
茶
会
な
ど
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
の
要
件
な

ど
詳
細
は
、
公
園
管
理
事
務
所
ま
で

●
名
物
「
東
京
都
名
勝
指
定
公
園 

哲
学

堂
揚
煎
」
も
あ
り
ま
す
。
お
土
産
に
ど

う
ぞ
。

●
哲
学
堂
の
児
童
遊
園
で
は
、
毎
朝

ラ
ジ
オ
体
操
の
自
主
グ
ル
ー
プ
が
体

操
し
て
い
ま
す
。

も
翌
年
復
興
、「
野
方
游
楽
園
」
と

し
て
大
噴
水
塔
付
き
子
ど
も
用
プ
ー

ル
と
、
舟
を
浮
か
べ
た
舟
游
池
、
釣

り
堀
や
大
弓
場
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
妙
正
寺
川
が
汚
れ
、
オ
リ
エ
ン

タ
ル
写
真
会
社
の
拡
張
も
あ
り
、
昭

和
５
年
に
惜
し
く
も
閉
園
し
ま
し
た
。

③
農
地
に
な
り
か
け
た
哲
学
堂

　

戦
争
中
は
食
料
増
産
で
哲
学
堂
内

グ
ラ
ウ
ン
ド
も
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
畑
と

化
し
、
農
地
委
員
が
農
地
と
査
定
、

山
崎
喜
作
氏
が
委
員
只
一
人
の
反
対

者
と
し
て
運
動
施
設
の
重
要
性
を
力

説
、
現
在
の
姿
に
残
す
こ
と
が
で
き
た

そ
う
で
す
。
現
在
の

“
丸
山
バ
ス
停

留
所
”
前
か
ら

“
哲
学
堂
前
”
ま
で

の
桜
並
木
は
、
そ
の
功
績
を
称
揚
し

た
都
が
記
念
と
し
て
植
樹
し
た
も
の
で

す
。

※
参
照
元
「
思
い
出
の
記
録
（
熊
沢

宗
一
著
）」、「
山
崎
家
資
料
集
」



菖蒲池付近

新
江
古
田
今
昔
（
第
十
三
回
）

燃
や
す
ご
み

陶
器
・
ガ
ラ
ス
・
金
属
ご
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

12
月
31
日
（
土
）
〜
１
月
３
日
（
火
）

【
問
合
せ
】

清
掃
事
務
所　

☎
（
３
３
８
７
）
５
３
５
３

び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

12
月
29
日
（
木 

）
〜
１
月
4
日
（
水
）

【
問
合
せ
】

ご
み
ゼ
ロ
推
進
分
野　

☎
（
３
２
２
８
）
５
５
５
５

年
末
年
始
の
資
源
・
ご
み

収
集
の
お
休
み
期
間

【
会
議
】（
開
催
済
み
）

役
員
会
・
町
会
長
会
議　

10
月
14

日
、
11
月
11
日　

広
報
部
会　

10
月

11
日
、
11
月
15
日
、
地
域
事
業
部
会

10
月
19
日
、
11
月
24
日

（
そ
の
他
）
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
、
地
区
ま
つ
り
実
行
委
員
会
等
へ

の
出
席

【
事
業
】（
開
催
済
み
）

ダ
ン
ベ
ル
体
操　

毎
週
水
曜
日

運
営
委
員
会
だ
よ
り

(3)

 

　
江
古
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
募
集

◆
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

困
り
ご
と
相
談
、
通
学
路
で
の
見
守

り
、
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
、
講
座
の
企

画 

・
運
営
な
ど
、
福
祉
と
健
康
を
テ
ー

マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
地

域
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
合
せ
】
江
古
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
（
５
９
８
２
）
０
０
２
３

　

第
41
回
江
古
田
地
区
ま
つ
り
は
、

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
こ
ど
も
ま
つ

り
、
作
品
展
、
芸
能
祭
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
模
擬
店
な
ど
延
べ
１
、

１
５
０
人
あ
ま
り
の
参
加
者
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
集
ま
り
、
今
年
も

楽
し
い
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

江
古
田
地
区
ま
つ
り
盛
況

 

中
野
区
内
に
新
宿
区
の
在
る
理
由

　
現
在
の
新
宿
西
落
合
二
丁
目
の
一

部
は
昔
日
、
我
片
山
村
の
一
部
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
徳
川
時
代
か
ら

河
川
、
橋
梁
、
道
路
の
修
理
、
管
理

は
そ
の
付
近
住
民
の
義
務
に
な
っ
て

居
た
の
で
、
そ
れ
だ
け
余
分
な
負
担

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ

た
。
当
地
の
代
官
所
は
上
落
合
に

在
っ
た
。

お
代
官
様
と
い
え
ば
泣
く
子
も
だ

ま
る
と
い
う
位
で
相
当
自
分
勝
手
な

事
を
し
て
い
た
と
い
う
事
で
、
上
落

合
は
妙
正
寺
川
と
神
田
川
の
合
流
点

に
な
る
の
で
、
そ
の
河
川
地
域
は
他

村
と
し
、
そ
れ
だ
け
領
地
が
少
な
く

な
っ
た
の
で
、
そ
の
不
足
分
を
、
片

山
は
細
田
嘉
右
衛
門
と
い
う
地
頭
領

で
あ
り
、
か
つ
、
こ
の
地
に
は
農
家

が
一
軒
も
無
く
ど
こ
か
ら
も
苦
情
が

出
な
い
の
で
上
落
合
の
飛
地
と
し
た

と
の
事
は
私
の
父
か
ら
聞
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
後
大
正
末
期
に
な
っ
て

追
い
追
い
住
宅
が
建
っ
て
来
て
、
子

供
が
小
学
校
へ
入
学
す
る
よ
う
に
な

り
、
上
高
田
の
学
校
へ
入
学
で
き
る

と
思
っ
た
ら
他
町
の
子
供
は
入
学
で

き
な
い
と
云
わ
れ
、
落
合
の
小
学
校

へ
行
く
の
は
遠
く
て
子
供
に
は
大
変

だ
、
こ
の
際
片
山
へ
復
旧
し
て
貰
え

ば
何
か
と
都
合
が
好
い
か
ら
と
い
わ

れ
た
の
で
、
落
合
の
町
会
議
員
さ
ん

に
話
し
て
協
力
を
お
願
い
し
た
が
少

し
も
協
力
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
こ
こ
の
人
達
を
地
盤
と
し

て
議
員
に
な
っ
た
人
な
の
で
他
町
に

な
れ
ば
そ
れ
だ
け
自
分
の
地
盤
が
無

く
な
る
の
で
止
む
を
得
な
い
事
で
あ

る
。
役
所
の
方
で
は
議
員
が
反
対
で

は
駄
目
だ
と
云
わ
れ
少
し
も
進
展
せ

ず
、
兎
角
す
る
内
オ
リ
エ
ン
タ
ル
会

社
が
本
社
を
建
設
し
た
の
で
如
何
と

も
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
儘
に

な
り
今
日
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

※
昭
和
四
十
三
年
八
月
十
日
発
行　

「
思
い
出
の
記
録
」（
著
者
熊
沢　

宗

一
）
よ
り
抜
粋

☆ 

片
山
村 

↓ 

現
在
の
松
が
丘

☆ 

西
落
合
二
丁
目
の
一
部 

↓
哲
学

堂
菖
蒲
池
付
近
か
ら 

調
整
池
付
近

  

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
地

域
事
務
所
お
よ
び
管
内
の
施
設
（
み

ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家
、
江
古
田
図

書
館
、
松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ
）
は

以
下
の
期
間
休
業
と
な
り
ま
す
。
詳

細
は
各
施
設
へ
お
問
合
せ
を
。

平
成
28
年
12
月
29
日
（
木
）
〜
平

成
29
年
1
月
3
日
（
火
）

年
末
年
始
　

施
設
休
業
の
ご
案
内

童
謡
講
習
会　

第
２
・
４
金
曜
日

い
き
い
き
健
康
体
操
10
月
24
・
31
日
、

11
月
14
日

江
古
田
地
区
ま
つ
り
（
支
援
）　

10

月
15
～
28
日 

シ
ニ
ア
交
流
会
（
支
援
）
11
月
18
日

 　

男
性
会
員
同
士
で
一
緒
に
楽
し

く
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か

【
日
時
】
毎
月
第
１
土
曜
日

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー　

調
理
室

【
参
加
費
】
１
回
６
０
０
円

（
別
途
年
会
費
１
万
２
千
円
）

【
主
催
】
ダ
ン
デ
ィ
専
科

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
鈴
木

☎
（
３
９
５
１
）
５
７
６
４

ま
た
は
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
（
☎
は
１
面
）

男
の
料
理
教
室
会
員
募
集

　

哲
学
堂
公
園
菖
蒲
池
付
近
と
妙

正
寺
川
対
岸
辺
り
だ
け
が
新
宿
区

な
の
を
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
こ
に
は
こ
ん

な
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中
野
区
社
会
福
祉
事
業
功
労
表
彰
状

民
生
委
員
・
児
童
委
員

加
藤　

郁
子
さ
ん



編 

集 

後 

記

(4)

も
よ
お
し
案
内

60
歳
以
上
の
区
民
の
方

各
会
場
先
着
14
人
ま
で

・
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

12
月
27
日
、
１
月
24
日

毎
月
第
４
火
曜
日

☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１

・
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

12
月
16
日
、
１
月
20
日

毎
月
第
３
金
曜
日

☎(
３
９
５
４)

６
７
５
５

・
松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ

12
月
22
日
、
１
月
26
日

毎
月
第
４
木
曜
日

は
り
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

２
月
利
用
分　

12
月
19
日
（
月
）

３
月
利
用
分　

１
月
18
日
（
月
）

地
元
団
体　

９
時
か
ら

一
般
団
体　

10
時
30
分
か
ら

集
会
室
の
抽
選

 

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

 

花
み
ず
き
の
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ン
タ
募
集

12
月
22
日
（
木
）
の
「
ふ
れ
あ
い
サ

ン
タ
が
や
っ
て
く
る
！
」
で
、
地
域

の
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
の
い
る
ご
家

庭
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
ま
す
。
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
な
っ
て
く
れ
る
人

を
募
集
し
ま
す
。（
午
後
4
時
30
分

集
合
、
午
後
6
時
30
分
解
散
予
定
）

【
対
象
】
中
学
生
以
上
の
男
女

【
受
付
期
間
】
11
月
29
日
（
火
）
～

12
月
13
日
（
火
）

※
電
話
で
も
受
付
け
ま
す
。

年
末
年
始
の
お
休
み
に
つ
い
て

①
全
館
休
館
日　

12
月
29
日(

木)

～
１
月
３
日
（
火
）

②
児
童
館
は
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
開
館
。

小
学
校
・
中
学
校
の
冬
季
休
み
期
間

中
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
開

館
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の

家
（
中
野
区
江
古
田
１-

９-

24
）

☎
（
３
９
５
４
）
６
７
５
５

江

古

田

図

書

館

　
　

お
し
ゃ
べ
り
講
座

第
２
３
２
回
『
私
の
読
書
体
験
』

今
年
１
年(

そ
れ
以
前
で
も
可)

最
も
印
象
に
残
っ
た
本
を
各
自
が
紹

介
、
読
書
の
楽
し
み
を
深
め
ま
し
ょ

う
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
日
時
】
12
月
17
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】
能
瀬
外
喜

雄
さ
ん
（
元
青
山
学
院
大
学
講
師
）

第
２
３
３
回
『
懐
か
し
い
童
謡
、
唱

歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
、
聞
き
ま
し
ょ

う
』～

時
代
と
と
も
に
生
き
て
い
る
歌

の
数
々
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
～

【
日
時
】
１
月
21
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

【
語
り
手
】
奥
田
瑞
雄
さ
ん
（
レ
コ
ー

ド
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

【
場
所
】
江
古
田
図
書
館
（
江
古
田

２
‐
１
‐
11
）

【
参
加
費
】
無
料
当
日
直
接
会
場
へ

先
着
30
名

【
問
合
せ
】
江
古
田
図
書
館

☎
（
３
３
１
９
）
９
３
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
３
１
９
）
９
３
０
２

①
特
別
講
習
会

「
認
知
症
の
理
解
と
対
応
」

【
日
時
】
12
月
５
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時

【
場
所
】
松
ヶ
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ

（
松
ヶ
丘
１
‐
32
）

【
講
師
】
北
田
信
一
氏
（
認
知
症
対

応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
Ｐ
Ａ
Ｏ
経
堂

代
表　

看
護
師　

介
護
支
援
専
門

員
）

②
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

「
認
知
症
あ
れ
こ
れ
」

本
や
資
料
で
は
分
ら
な
い
こ
と
を
皆

で
ト
ー
ク
し
ま
す

【
日
時
】
１
月
９
日
（
月
・
祝
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

【
定
員
】
20
名　
　

費
用
無
料

【
主
催
】
花
み
ず
き
の
会
（
認
知
症

介
護
の
集
い
）

【
問
合
せ
】
海
賀

☎
（
３
９
５
１
）
６
９
７
０

こ
ど
も
防
災
de
チ
ャ
レ
ン
ジ

江
原
二
丁
目
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
通
り
商

友
会
の
「
防
災
体
験
」
に
合
わ
せ
て

開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
４
日
（
日
）

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

毎
月
第
４
月
曜
日
開
催
の
会
食

サ
ー
ビ
ス
「
い
ろ
は
亭
」
が
、
12

月
は
会
員
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま

す
。
お
い
し
い
食
事
を
ご
一
緒
に
ど

う
ぞ
。

【
日
時
】
12
月
26
日
（
月
）

【
時
間
】
正
午
～
午
後
１
時

【
会
費
】
５
０
０
円
（
65
歳
以
上
。

10
名
様
限
定
）

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

２
階
洋
室

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
江
古
田
区
民

活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

☎　

本
紙
１
面
参
照

い
ろ
は
亭　

ク
リ
ス
マ
ス
会

 

☎(

５
３
８
０)

５
７
６
１

参
加
費　
９
０
０
円

て
ぬ
ぐ
い
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
子
ど
も
と
楽
し
め
る
防
災

イ
ベ
ン
ト

第
40
回
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

～
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
。
午
後
の

ひ
と
時
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
音
色

を
聴
き
に
き
ま
せ
ん
か
～

【
日
時
】
12
月
21
日(

水)

午
後
１
時
～
３
時

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

１
階
レ
ク
ホ
ー
ル　

（
入
場
無
料
）

【
出
演
】
江
古
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ

ル
、
江
古
田
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
、
ベ

ル
カ
ン
ト
、
北
村
真
紀
子
（
バ
イ
オ

リ
ン
）、
コ
ー
ロ
・
ロ
ン
デ
ィ
ー
ネ
、

瀧
澤　

香
（
フ
ル
ー
ト
）

【
問
合
せ
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

本
紙
一
面

　
江
古
田
の
森
の
紅
葉
も
進
み
、
せ

い
し
ゅ
ん
亭
や
地
域
祭
り
な
ど
区
民

活
動
セ
ン
タ
ー
の
秋
の
主
な
行
事
も

終
わ
り
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
月

余
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
各
地
で
大
き
な
災
害
が
あ

り
ま
し
た
。
被
災
し
た
方
々
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
号
で
は
江
古
田
地
域
内

で
も
大
き
い
公
園
の
一
つ
、
哲
学
堂

公
園
を
特
集
し
ま
し
た
。
日
ご
ろ
見

慣
れ
て
い
る
こ
の
公
園
に
は
い
ろ
い

ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
の
で
す

ね
。
そ
ん
な
ト
リ
ビ
ア
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

松
ヶ
丘
の
多
賀
谷
正
一
さ
ん
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
哲
学
堂
の
ガ
イ
ド
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
公
開
の
期
間

の
土
日
に
ガ
イ
ド
に
立
た
れ
て
い
ま

す
の
で
、
見
か
け
ら
れ
た
ら
お
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。〔
青
山
〕　
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